
 

令和２年５月号 №533 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店

でも配布しています。 

また、インターネットではフル

カラーでご覧いただけます。 

○八戸市ホームページ 

http://www.city.hachinohe.

aomori.jp/ 

 

 

 

 
のうぎょうだより 

１．農作業労働賃金 

作業名 標準単位 賃金（円） 

水田 一般作業 ８時間労働 6,400 

畑 一般作業（たばこ含む） 〃 6,400 

果樹 
剪定 〃 9,500 

摘果・袋かけ・収穫 〃 6,400 

(注)まかない費は含まず。男女共同じ。 

２．農作業受委託料金 ※金額は消費税含む 

作業名 標準単位 料金（円） 

水田 

耕起（トラクター） 10アール当り 6,100 

代かき 〃 6,300 

田植（機械植） 〃 7,100 

田植機用苗 苗（１箱当り） 800 

刈取バインダー（ひもを除く） 10アール当り 7,300 

脱穀 〃 6,900 

コンバイン（ひもを除く） 〃 14,500 

生乾燥（玄米） １俵当り 1,400 

畦ぬり（片側） １ｍ当り 30 

畑 

耕起（トラクター） 10アール当り 5,000 

トレンチャー 〃 43,000 

麦 
コンバイン（ひもを除く） 〃 8,800 

生乾燥 １俵当り 1,500 

 

農
業
委
員
会 

事
務
局
職
員
異
動  

 

４
月
１
日
付
人
事
異
動
に
よ
り
、
事
務

局
職
員
が
次
の
と
お
り
異
動
に
な
り
ま

し
た
。（《 

》
内
は
旧
職
名
） 

 

■
農
業
委
員
会
に
転
入
し
た
職
員 

 

事
務
局
長(

農
林
水
産
部
次
長
兼
農
政
課
長) 

松
橋 

光
宜 

《
福
祉
部
次
長
兼
生
活
福
祉
課
長
》 

農
地
グ
ル
ー
プ
主
幹 

才
勝 

司 

《
南
郷
道
路
管
理
事
務
所
主
幹
》 

 

農
政
グ
ル
ー
プ
主
査 

佐
藤 

正
樹 

《
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
主
査
》 

 

■
農
業
委
員
会
か
ら
転
出
し
た
職
員 

 

農
林
水
産
部
長 

上
村 

智
貞 

《
事
務
局
長 

（
農
林
水
産
部
次
長
兼
農
政
課
長
）》 

道
路
維
持
課
主
幹 

大
里 

知
矢 

《
農
地
グ
ル
ー
プ
主
幹
》 

新
美
術
館
建
設
推
進
室
主
幹 

(

企
画
運
営
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

三
浦 

一
範 

《
農
政
グ
ル
ー
プ
主
査
》 

八
戸
市
農
業
委
員
会
で
は
、
３
月
に
開
催

し
た
総
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
農
作
業

標
準
賃
金
に
つ
い
て
審
議
し
、
左
表
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
農
作
業
標
準
賃
金
は
あ
く
ま
で
標
準

賃
金
で
す
の
で
、
実
際
に
農
作
業
を
委
託
す 
 
 
 

る
場
合
は
、
ほ
場
条
件
（
狭
い
・
広
い
・
変

形
・
傾
斜
）
や
作
業
範
囲
（
四
隅
の
取
扱
い
・

仕
上
げ
）、
消
耗
品
の
取
扱
い
等
の
諸
条
件
に

つ
い
て
、
事
前
に
当
事
者
間
で
十
分
に
協
議

し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43
‐
２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３ 

 



 

(２) 
はちのへのうぎょうだより 

５ 月 号  No.533 

 
    

去
る
２
月

21
日
、
き
ざ
ん
八
戸
に
お

い
て
、
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
認
定
農
業
者
等
の
農
業
者
、

農
業
委
員
・
推
進
委
員
な
ど
54
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

㈱
ア
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
代
表
取
締
役

の
佐
藤
氏
を
講
師
に
迎
え
「
地
域
農
業

の
未
来
を
見
据
え
た
２
系
統
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
実
践
」
と
題
し
、
同
社
が
実
践

し
て
い
る
、
休
耕
地
の
再
生
や
山
間
地

に
向
い
て
い
る
栽
培
方
法
を
工
夫
し
た

農
業
の
例
と
し
て
「
高
付
加
価
値
生

産
型
農
業
」
と
、
平
地
で
大
規
模
な

面
積
が
広
が
る
農
地
に
お
い
て
最
新

の
技
術
を
活
用
し
た
「
低
コ
ス
ト
大
量

生
産
型
農
業
」
の
二
つ
の
取
組
み
を
中

心
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
興
味
の
あ
る
話

が
多
く
た
め
に
な
っ
た
」
「
た
く
さ
ん
の

若
手
農
家
が
出
て
く
る
可
能
性
を
感

じ
た
」
な
ど
の 

意
見
を
い
た 

だ
き
、
大
変 

有
意
義
な
意 

見
交
換
会
と 

な
り
ま
し
た
。 

 

   

日
本
の
農
業
は
、
家
族
単
位
で
農
業
を

営
む
家
族
経
営
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
家
族
農
業
経
営
は
、
家
族
だ
か
ら
こ

そ
の
良
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

経
営
と
生
活
の
境
目
が
明
確
で
な
く
、
各

世
帯
員
の
役
割
や
労
働
時
間
、
労
働
報

酬
な
ど
の
就
業
条
件
が
あ
い
ま
い
に
な
り

や
す
く
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
不
満
や
ス
ト

レ
ス
が
生
ま
れ
が
ち
で
す
。 

そ
こ
で
、
農
業
経
営
に
携
わ
る
各
世
帯

員
が
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営

に
参
加
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を

目
指
し
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族

み
ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に

つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基

づ
き
取
り
決
め
る
の
が
家
族
経
営
協
定
で

す
。 家

族
経
営
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
目
指
す
べ
き
農
業
経
営
の
姿
や
、

家
族
み
ん
な
が
意
欲
的
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
家
族
間
で
十

分
に
話
し
合
う
こ
と
が
よ
り
良
い
農
業
経

営
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
農
業
委
員
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３ 

 

   

農
業
委
員
会
で
は
荒
廃
農
地
の
解
消

に
向
け
て
、
今
年
度
も
５
月
か
ら
市
内
の

農
地
の
全
体
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
で
は
、
荒
廃
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
主
な
調
査
内
容
と
な
り
ま
す
が
、

調
査
の
結
果
、
著
し
く
山
林
・
原
野
化
が

進
行
し
、
農
地
と
し
て
の
利
用
が
困
難
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
非
農
地
」
と
し

て
農
業
委
員
会
の
台
帳
を
修
正
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

調
査
の
際
に
は
農
地
所
有
者
の
立
会
い

は
不
要
で
す
が
、
農
地
内
に
立
ち
入
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
４ 

        

   

  

        

【
今
回
の
質
問
】 

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
田
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す

か
？ 

 

農
家
座
談
会
で
の
質
問
に 

お
答
え
し
ま
す 

① 
 

昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
市

内
各
地
区
で
行
わ
れ
た
農
家
座
談
会
で

寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問
に
つ
い
て
、
回

答
・
解
説
し
ま
す
。
《
全
６
回
予
定
》 

 

     

【
回
答
】 

 

様
々
な
事
情
で
増
え
て
い
る
遊
休
農

地
で
す
が
、
木
が
生
え
る
と
農
地
へ
の

復
元
が
難
し
く
な
る
た
め
、
草
刈
り
等

の
保
全
管
理
を
し
な
が
ら
借
り
手
を
探

し
ま
し
ょ
う
。
借
り
手
を
探
す
方
法
は

主
に
次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
は
、
の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
内
の

「
農
地
情
報
」
へ
の
掲
載
で
す
。
希
望

に
沿
う
農
地
が
あ
れ
ば
、
農
業
委
員
会

を
通
し
て
貸
借
や
売
買
の
手
続
き
を
進

め
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

へ
の
申
し
込
み
で
す
。
貸
し
手
と
借
り

手
の
希
望
が
合
致
し
た
際
に
は
、
機
構

が
間
に
入
っ
て
貸
借
契
約
を
結
び
ま

す
。
契
約
後
の
賃
借
料
は
機
構
か
ら
支

払
わ
れ
、
契
約
期
間
満
了
後
は
確
実
に

農
地
が
返
還
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
27-

９

１
６
３
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

講師の佐藤拓郎氏（左） 

農家の経営と生活に役立つ 
 

全国農業新聞を 

読みましょう！ 
 

発 行 所  全 国 農 業 会 議 所 

購 読 料  １ か 月 ７ ０ ０ 円 
 

毎 週 １ 回 発 行 ・ 自 宅 直 送 

お 申 込 み は 農 業 委 員 会 へ ど う ぞ ！ 

（TEL 43-2111 内線 4013） 



 

(３) 
はちのへのうぎょうだより 

５ 月 号  No.533 

   

  感染症対策へのご協力をお願いします！ 

 

発熱やのどの痛み、咳が長引くこと（１週間前後）が多く、強いだるさ（倦怠感）を訴える方が多い 

 

 

ことが特徴です。重症化すると肺炎となり、死亡例も確認されています。特にご高齢の方や基礎疾患の 

ご 

飛沫感染（つばやしぶきとともにウイルスを吸い込む）、接触感染（手に付着したウイルスを口や鼻、 

目などから取り込む）が考えられます。 

ある方は重症化しやすい可能性が考えられます。 

 

インフルエンザや風邪の予防と同じで、手洗いや咳エチケットなどの基本的な感染症対策が有効です。 

また、日頃から十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めておくことも大切です。 

こまめな手洗い 

流水と石けんによる手洗いをこまめに行いましょう。 

特に、外出した後や咳をした後、口や鼻、目などに触る前には 

咳エチケット 

咳をする場合には、マスクの着用や口や鼻をティッシュでおおう 

などの咳エチケットを守りましょう。 

マスクをせずに咳、くしゃみをするとウイルスが２m～３m飛ぶと 

言われています。 

日常生活で気を付けること 

 
市民向け一般健康相談 

 

電話相談窓口 電話番号 受付時間 

一般健康相談 
（健康づくり推進課） 

0178-43-9271 
平日８時１５分～１７時 

0178-43-9184 

 帰国者・接触者相談センター 

電話相談窓口 電話番号 受付時間 

帰国者・接触者相談センター 
（保健予防課） 

0178-43-2291 平日８時１５分～１７時 

0178-43-2111 休日・夜間 

 

1. 新型コロナウイルスに感染すると、どんな症状がでるの？ 

新型コロナウイルス感染症に係る市民の皆様の不安を軽減するとともに、まん延をできる限り防止 

手洗いを徹底しましょう。 

する観点から、次のとおり電話相談窓口を設置しています。 

新型コロナウイルス感染症に関する一般的な健康相談について受付します。 

次の症状がある方は、帰国者・接触者相談センターにご相談ください。 

・風邪の症状や37.5度以上の発熱が4日以上続く方 

・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方

 

 
・風邪の症状や 37.5度以上の発熱が 4日以上続く方 

 
２. どうやって感染するの？ 

３. 感染を防ぐにはどうすればいい？ 

 

※高齢者や基礎疾患等のある方は、風邪の症状や37.5度以上の発熱が2日間続く場合、又は

 

 
・風邪の症状や 37.5度以上の発熱が 4日以上続く方 

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合

 

 
・風邪の症状や 37.5度以上の発熱が 4日以上続く方 

八戸市保健所から 
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農業委員会で設定している、農地法第３・４・５条の

許可申請・届出の受付期間等をお知らせします。 
 申請内容や申請書類については、事前に農業委員会で
ご確認ください。 
※今年度の年間予定については、農業委員会の窓口及び
市ホームページへ掲載しています。 

問農業委員会 ☎４３-２１１１ 内線４０１４ 

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

５月 5/11-5/20 6/16 6/29 

６月 6/11-6/19 7/16 8/6 

７月 7/13-7/20 8/17 9/4 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 
農地法届出 

届出月 締切日 交付日 締切日 交付日 

５月 5/7 5/15 5/20 5/29 

６月 6/5 6/15 6/22 6/30 

７月 7/6 7/15 7/20 7/31 

 
◎３条申請…農地を農地として使うために売ったり、貸 

したりする場合 
◎４・５条申請…農地に建物を建てたり、植林する等、

農地以外として使う場合 
※農地の売買、贈与、貸借、転用については、事前に農
業委員会へご相談ください。 

農地法関係の申請受付日等について 

編
集
発
行 

令
和
２
年
５
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３
） 

印
刷
部
数
４
，
１
５
０
部 

印
刷
経
費
１
部
当
た
り
4.95
円 

○農地情報掲載の提出書類一覧（全て１部） 

 
 
■農地を売りたい・貸したい方           

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②全部事項証明書（土地） 法務局（登記所） 

③公図 法務局（登記所） 

④住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

 
 
■農地を買いたい・借りたい方 

提出書類 発行機関等 

①あっせん申出書 八戸市農業委員会 

②住民票 
※申出者が市外居住者の場合 居住地の市町村役場 

③農地台帳記載証明書 
（耕作証明書） 
※申出者が市外居住者の場合 

居住地の農業委員会 

 

新規の農地情報をお知らせします。詳細につい

て確認したい方は、「全国農地ナビ」をご覧いただ

くか、農業委員会までお越しください。新規以外

の情報は折込チラシにございます。 

農地転用・農地改良につきましては、農業委員

会や農業委員にご相談ください。 

問 農業委員会 

☎ ４３-２１１１ 内線４０１５ 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望 
価格 大字 小字 地番 

① 市川町 

堂ノ下 

63 畑 2,420 

応相談 84 畑 2,603 

橋向 121 畑 153 

 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望 
価格 大字 小字 地番 

① 尻内町 田端前 4-3 
田 

（農用地） 
2,975 応相談 

 

 

全国の農地情報の確認にはインターネットの

「全国農地ナビ」をご利用ください。画面上の地

図から農地の所在、地番をはじめ、地目、面積、

所有者の意向などを調べることができます。 
 
全国農地ナビ http://www.alis-ac.jp/ 

 

農地情報への掲載について 

編
集
後
記 

本
誌
３
ペ
ー
ジ
に
、
八
戸
市
保

健
所
か
ら
の
お
願
い
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
気
を
付
け
る

こ
と
と
し
て
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

他
に
も
「
３
密
」
を
避
け
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
３
密
」
と
は
、
①
換
気
の
悪

い
密
閉
空
間
、
②
多
数
が
集
ま
る

密
集
場
所
、
③
間
近
で
会
話
や
発

声
を
す
る
密
接
場
面
の
こ
と
。
特 

に
こ
の
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重

な
る
場
で
は
、
感
染
を
拡
大
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
換
気
が
悪
く
、
人
が
密

に
集
ま
っ
て
過
ご
す
よ
う
な
空
間

に
集
団
で
集
ま
る
こ
と
を
避
け
ま

し
ょ
う
。 

と
、
み
な
さ
ん
に
お
願
い
は
し

て
み
ま
し
た
が
、
私
自
身
バ
ス
通

勤
の
た
め
毎
朝
夕
「
密
」
の
空
間

に
い
ま
す
。
「
密
」
を
避
け
る
た

め
に
、
通
勤
方
法
を
変
え
る
べ
き

な
の
か
、
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

古
舘 

http://www.alis-ac.jp/

